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裁判員候補者に
質問票が届きます！

５月 21日から裁判員制度が始まりました

　裁判員裁判の対象となるのは、国民の関心が高い一定の重大な犯罪に関する第一審（地方裁判所）
の刑事訴訟事件です。例えば、殺人罪や強盗が人を死なせたりけがをさせる強盗致死傷罪、人の住居
等に放火する現住建造物等放火罪などの事件が該当します。
　そのような事件が起訴され、裁判の日程が決まった段階で、地方裁判所は、昨年の秋に作成した裁
判員候補者名簿の中から、その事件の裁判員候補者をくじで選びます。くじで選ばれた裁判員候補者
の方々には、裁判員を選ぶ手続（選任手続）の日に裁判所にお越しいただくためのお知らせを、選任
手続の日の６週間前までにお送りします。裁判員候補者の方々にはあわせて、質問票をお送りします。

昨年秋～12月ころ

・名簿の作成
・候補者への通知
・調査票の送付

裁判の6週間前まで

・選任手続期日の
　お知らせ（呼出状）
・質問票の送付

裁判の当日

選任手続期日
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広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ
の
良
識

を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
裁
判
員

制
度
の
趣
旨
か
ら
、
法
律
上
、
裁
判
員

に
な
る
こ
と
は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
の
皆
様
の
ご
負
担
が

著
し
く
大
き
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
、
法
律
や
政
令
で
は
辞
退
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
事
由
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ
れ
る
日

程
を
前
提
に
、
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を

辞
退
す
る
申
し
出
の
有
無
及
び
そ
の
事

情
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
質
問
票
に

記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
辞
退
事
由
に

当
た
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
裁

判
所
は
、
事
前
に
辞
退
を
認
め
、
選
任

手
続
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
裁
判
所
ま
で

お
越
し
い
た
だ
か
な
く
て
も
よ
い
よ
う

に
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
辞
退
を
希
望

さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
と
な
る

事
情
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
質
問
票
で
は
辞
退
の
申
し
出

を
し
な
か
っ
た
方
が
、
選
任
手
続
の
日

の
直
前
に
な
っ
て
、
急
な
体
調
不
良
や

緊
急
の
用
務
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
裁

判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

速
や
か
に
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ

（
呼
出
状
）
を
お
送
り
し
た
裁
判
所
ま

で
、
電
話
等
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

選
任
手
続
の
当
日
は
、
裁
判
員
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
く
事
件
の
概
要
を

ご
説
明
し
、
被
告
人
や
被
害
者
と
知
り

合
い
か
な
ど
、
公
平
な
裁
判
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
特
別
な
事
情
が

あ
る
か
ど
う
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま

た
、
改
め
て
、
辞
退
の
ご
希
望
に
つ
い

て
も
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
こ
の
段
階

で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
辞
退
が
認

め
ら
れ
る
ご
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
、

公
平
な
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か

な
ど
を
判
断
し
、
辞
退
な
ど
が
認
め
ら

れ
た
方
以
外
の
裁
判
員
候
補
者
の
中
か

ら
、
く
じ
で
６
人
の
裁
判
員
を
選
び
ま

す
。

　

裁
判
員
候
補
者
や
裁
判
員
と
し
て
裁

判
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

日
当
と
交
通
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
が
裁
判
所
か
ら
遠
い
な

ど
の
理
由
で
宿
泊
が
必
要
な
場
合
、
宿

泊
料
も
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

生
活
の
平
穏
を
守
る
た
め
、
裁
判
員
候

補
者
に
な
っ
た
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と

は
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
公

に
す
る
」
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
公
表
す
る
な
ど
、
裁
判
員
候
補
者

に
な
っ
た
こ
と
を
不
特
定
多
数
の
人
が

知
り
得
る
状
態
に
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
休
暇
を
取
っ
た
り
、
相
談
を
し
た

り
す
る
た
め
に
会
社
の
上
司
や
同
僚
、

家
族
に
話
を
し
、
書
類
を
見
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
票
で
は
辞
退
を
申
し
出
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と

を
公
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

事
前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
員
候

補
者
以
外
の
方
は
選
任
手
続
の
日
に
裁

判
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　これからも裁判員制度ウェブサイトなどで様々な情報をお伝えしていきますので、是非とも
裁判員制度にご理解、ご協力をお願いします。

●裁判員制度ウェブサイト　http://www.saibanin.courts.go.jp/
　※辞退を申し出ることができる事由など裁判員制度の詳しい情報はこちらへどうぞ

●裁判所ウェブサイト　　　http://www.courts.go.jp/
　※各地の裁判所のウェブサイトへは、こちらのサイトよりどうぞ
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５
月
１
日
、
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
高
森
町
消
防
団
辞
令
交
付

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
藤
本
正
一
町
長
が
「
郷
土
高
森
町
を
火
災
や
災
害
か
ら

守
り
、
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
吉
良
嘉
人
団
長
か
ら
階
級
変
更
に
伴
う

34
人
と
新
入
団
員
16
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
吉
良

団
長
が
「
予
防
消
防
に
努
め
、
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
更
な
る
地
域
防
災
へ
の
結
束
を
誓
い
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
の
消
防
団
員
総
数
は
２
７
３
人
（
う
ち
女
性
団
員
５
人
）
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
自
ら
の
意
志
に

基
づ
く
参
加
で
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
火
災
時
を
は
じ
め

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
活
動
し
て
お
り
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
や
台
風
の
時
期
を
前
に
、
家
庭
や
地

域
で
の
防
災
対
策
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■お問い合わせ先　総務課総務係　℡62−1111（内線114・115）

高森町
消防団

●幹部及び分団長

役職・分団名 氏　名

団 長 吉良　嘉人

副 団 長 後藤　勝博

副 団 長 渡邉　博実

副 団 長 本田　利直

副 団 長 岩下　一夫

本 部 員 住吉　正史

本 部 員 赤木　哲政

本 部 員 林　　淳一

本 部 員 阿南　輝記

第１分団長 阿南　時治

第２分団長 岡本　房雄

第３分団長 児玉幸之助

第４分団長 荒牧　　久

第５分団長 白石　耕次

第６分団長 桐原　市博

第７分団長 津留　智幸

第８分団長 後藤　浩一

第９分団長 住吉　博信

第10分団長 野尻　次典

第11分団長 瀬井　悦老

第12分団長 古澤　要介

第13分団長 白石　徳男

●新入団員

分団名 氏　名

第１分団２部 甲斐　亮太

第１分団２部 甲斐　洋介

第２分団１部 桐原　龍二

第２分団１部 田上　博隆

第４分団１部 三森　健史

第５分団 今村　太一

第５分団 入江　辰哉

第７分団１部 後藤　勇希

第７分団１部 森田　勝平

第７分団１部 野尻　尚靖

第７分団２部 源　順一郎

第９分団 色見　将治

第９分団 山室　幸誠

第11分団 鶴林　文男

第13分団 森　　隆志

第13分団 後藤　勝彦
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火の国に　燃えろ！ねんりん　夢・未来

第 24回全国健康福祉祭くまもと大会

ねんりんピック２０１１熊本

●会　　期　平成 23年 10月 15日（土）～ 18日（火）の４日間
●式　　典　総合開会式　平成 23年 10月 15日（土）　県民総合運動公園陸上競技場「ＫＫＷＩＮＧ」
　　　　　　総合閉会式　平成 23年 10月 18日（火）　崇城大学市民ホール（熊本市民会館）
●健康関連イベント
　スポーツ交流大会、ふれあいスポーツ交流大会、健康づくり教室、ふれあいニュースポーツ、健康フェア
●福祉・生きがい関連イベント
　文化交流大会、美術展、相談コーナー、地域文化伝承館
●健康、福祉・生きがい共通イベント
　シンポジウム、健康福祉機器展、ファッションショー、音楽文化祭、ふれあい広場
●オリジナルイベント、併催イベント、協賛イベント

　
　
　
　
　
基
　
本
　
方
　
針

　

第
24
回
全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま
も
と
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２

０
１
１
（
ふ
れ
愛
）
熊
本
）
で
は
、「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
輝
き
、

長
寿
を
楽
し
め
る
」
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
次
の
４
つ
の
柱
の
も

と
に
開
催
し
ま
す
。

１　

�

楽
し
く
参
加
し
、
次
の
世
代
に
長
寿
へ
の
希
望
を
伝
え
る
大
会

　
　

～
い
き
い
き
輝
き
、
楽
し
む
長
寿
～

２　

�「
ふ
れ
愛
」
で
、
新
た
な
「
絆
」
が
芽
生
え
る
大
会

　
　

～
笑
顔
で
「
ふ
れ
愛
」、
芽
生
え
る
「
絆
」
～

３　
「
生
き
が
い
」
で
、
自
信
と
意
欲
が
沸
き
上
が
る
大
会

　
　

～
「
生
き
が
い
」
実
感
、
生
涯
「
現
役
」
～

４　
「
熊
本
の
記
憶
」
が
永
遠
（
い
つ
）
ま
で
も
心
に
残
る
大
会

　
　

～
お
も
て
な
し
の
「
こ
こ
ろ
」、「
五
輪
の
書
」
～

ASO坊健太くん

　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、60歳以上の高齢者を中心とす
るゲートボールや卓球、テニスなどの各種スポーツ競技や美術展、音楽文化祭などの文化イベントや
健康福祉機器展、子どもフェスティバルなど、あらゆる世代の人たちが楽しめる総合的な祭典です。
厚生省創立 50周年を記念して昭和 63（1988）年にスタートし、毎年開催されています。

■お問い合わせ先　熊本県健康福祉部　高齢者支援総室　℡096− 333− 2215

2011年大会の

グラウンド・ゴルフ競技

開催地に決定 !!

（主会場　休暇村南阿蘇）

区　分 種目名 開催市町

ふれあい

スポーツ交流大会

（８種目）

グラウンド・ゴルフ 高 森 町

な ぎ な た 熊 本 市

ウ ォ ー ク ラ リ ー 菊 陽 町

太 極 拳 山 鹿 市

ソフトバレーボール 八 代 市

サ ッ カ ー 大 津 町

ダ ン ス ス ポ ー ツ 上 天 草 市

ボ ウ リ ン グ 宇 土 市

スポーツ交流大会

（10種目）

卓 球 熊 本 市

テ ニ ス 熊 本 市

ソ フ ト テ ニ ス 熊 本 市

ソ フ ト ボ ー ル 熊 本 市

ゲ ー ト ボ ー ル 八 代 市

ペ タ ン ク 和 水 町

ゴ ル フ 阿 蘇 市

マ ラ ソ ン 玉 名 市

弓 道 植 木 町

剣 道 菊 池 市

文化交流大会

（４種目）

囲 碁 人 吉 市

将 棋 玉 名 市

俳 句 熊 本 市

健 康 マ ー ジ ャ ン 熊 本 市

ふ　　れ　　愛
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NEWS高森町のあれこれ
▼贈呈式では、児童たちへ花の種子・プランターと一緒に記念品が贈られました

高森東小学校
「人権の花運動」
育てよう、人権の心
　４月 27 日、高森東小学校
で「人権の花」贈呈式が行わ
れました。この運動は、花の
種子を児童が協力して花を育
成することを通して人権思想
を育むことを目的としていま
す。児童たちが受け取った花
の種子は早速プランターに蒔
かれました。秋には、種子を
採取し「人権の種子」として
風船と一緒に飛ばす人権啓発
イベントを行います。

高森中央小学校
プール周辺がキレイになりました
　5月 8日、高森中央小学校のプール周辺の清掃作業が
行われました。これは、古寺工務店さんの申し出により
実現したもので、プールの周辺に生い茂った竹林や雑草
の除草・清掃を無償でしていただきました。プールの利
用が多くなってくるこれからの季節、児童たちにとって
うれしいプレゼントとなりました。

▼プール周辺の清掃作業を行う古寺工務店の皆さん 平成21年度　宮本武蔵顕彰祭剣道大会
高森少年剣道クラブが今季初優勝
　５月17日、熊本市の武蔵武道館で「平成21年度　宮本
武蔵顕彰祭剣道大会」が開催されました。熊本県下から約
60チーム集まったこの大会に高森少年剣道クラブが出場し、
小学生団体の部で見事優勝を飾りました。
　なお、高森少年剣道クラブでは現在部員を募集しています。

▲団体の部で優勝に輝いた高森少年剣道クラブ
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全国少年柔道大会　第７回熊本県予選
強敵を相手に力発揮
　３月８日に八代郡竜北町の竜翔センターで「全国少年柔
道大会第７回熊本県予選」が開催されました。高森少年柔
道クラブからたくさんの選手が出場し、好成績をあげまし
た。個人戦の結果は次のとおりです。
小学３年男子の部第 3位／桐原航太くん

▲小学３年男子の部で第３位に輝いた桐原くん

馬場道場少年柔道錬成会
練習の成果を発揮し好成績
　３月 29日に人吉市の人吉スポーツパレスで「馬場道場
少年柔道錬成会」が開催され、多数の選手が集まった大会
の中で、高森の柔道少年・少女が好成績をあげました。結
果は次のとおりです。中学１年男子の部優秀選手／本田龍
生くん、小学５年男子の部優秀選手／木村泰嘉くん、小学
４年女子の部優良選手／三森紗恵さん。

▲写真左から本田くん、木村くん、三森さん

第３回合志市少年柔道大会
小学１・２年の団体の部で準優勝
　３月 22 日、合志市西合志体育館で「第３回合志市少年
柔道大会」が行われ、小学１・２年の団体の部で高森少年
柔道クラブの選手たちが準優勝をする大活躍をしました。
結果は次のとおりです。小学１・２年の団体の部準優勝／
（写真左から）佐伯竜弥くん、山村慎くん、荒牧優斗くん。

県下中学校柔道体重別選手権大会
中学男子の部７３ｋｇ級で優勝
　４月 26日、「県下中学校柔道体重別選手権大会」が山鹿
市の総合体育館で開催され、高森中学校柔道部の選手が日
頃の練習の成果を発揮しました。中でも、高森中学校 3年
生の本田雄大くんは、中学男子の部 73kg 級で優勝し輝か
しい成績を残しました。

▼小学1・2年の団体の部で準優勝に輝いた高森少年柔道クラブ

▼見事優勝に輝いた本田くん
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NEWS高森町のあれこれ
▼ボランティア協会の皆さんと一緒に花植えをする児童・園児たち

町をきれいにしよう
大作戦
みんなで町を
きれいに
　５月 21日、高森中央小学
校、高森保育園、色見保育園、
高森幼稚園、ボランティア
協会が一体となり、町内各
所でごみ拾いや花植えが行
われました。これは、児童・
園児の環境美化に対する意
識を高める事をねらいとし
たものです。園児たちは手
を引かれながらごみ拾いや
花植えを楽しそうにしてい
ました。

高森峠「句碑の森」高森菜の花句会55周年記念
岩岡中正先生句碑除幕式
　４月 20 日、町文化協会が高森峠「句碑の森」に岩岡中
正先生の句碑を建立し、除幕式が行われました。これは、
高森菜の花句会が 55 周年を迎えることを記念して建てら
れたものです。句は次のとおりです。「なほ奥へ　こころの
花をさがすべく」。この句は「熊日文学賞」を受賞した岩岡
先生の句集「春雪」にも収められています。

▼写真は岩岡中正先生 バードカービング展
本物そっくりの野鳥たちがズラリ
　色見在住の小

お

山
やま

田
だ

美
よし

和
かず

さんの野鳥彫刻作品を紹介する
「バードカービング展」が 5月 10 日から 17 日まで観光交
流センターで開催されました。これは「愛鳥週間」にあわ
せ開かれたもので今年で４回目。会場には、フクロウやオ
オコノハズク、ヤマガラなど約 100 点が展示され、訪れた
人たちの目を楽しませていました。

▲写真はバードカービングを制作された小山田美和さん
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七城温泉ドーム杯バスケットボール大会
全員バスケで、男子３位、女子優勝
　５月 10 日に菊池市で開催された七城温泉ドーム杯で、
高森中学校バスケットボール部の男子が３位決定戦で泗水
中を破り３位、女子は決勝戦で武蔵ヶ丘中に逆転し優勝し
ました。優勝の瞬間、保護者席では歓声とともに「メロン、
メロン」という言葉が飛び交っていました。（副賞はメロ
ンでした。）

▲みんなでボールを運んだすばらしい大会でした

学校と家庭の交通安全リーダー証交付式
交通ルールをしっかり守ります
　4月 20 日、高森東小学校で「交通安全教室」とあわせ
て「学校と家庭の交通安全リーダー証交付式」が行われま
した。これは、学校と家庭から交通安全を広げてもらおう
と熊本県交通安全推進連盟が６年生に送ったもので、工藤
次男校長が児童代表の赤木春香さんに交付し、交通安全の
誓いの言葉を述べていました。

▲児童代表で交通安全リーダー証を受け取る赤木春香さん

城北地区中学生バドミントン大会
高森中学校バドルズが練習の成果発揮
　４月 25 日と 26 日に和水町体育館と和水町ふれあい会
館で「第１回城北地区中学生バドミントン大会」が行われ、
高森中学校バドルズが好成績をあげました。結果は次のと
おりです。女子団体（Ａクラス）準優勝、男子シングルス
ベスト 16 ／城井大滉、女子ダブルス準優勝／木津秋乃・
古口結香、同ベスト 16／岩下菜摘・東真理子

春の全国交通安全運動
子どもと高齢者の事故防止
　「子どもと高齢者の交通事故防止」をスローガンに４月
６日から 15 日まで「春の全国交通安全運動」が実施され
ました。４月 10日は、国道 325 号線で街頭キャンペーン
が行われ、交通安全協会高森支部の会員らがドライバーに
安全運転の徹底を呼びかけました。

▼大会に出場し好成績をあげた高森中学校バドルズの選手たち

▼工業団地入口付近でチラシや反射材を配布しました
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高校生の税の
作文募集

　６月１日から道路交通法が一部改正

されました。改正後の内容は次のとお

りです。

●�高齢運転者に対する講習予備検査
（認知機能検査）の義務付け
　免許証の更新を受けようとする方

で、次のいずれにも該当する場合は、

講習予備検査が必要になります。

・�免許証の有効期間満了日が、平成21

年12月１日以降の方

・�更新期間が満了する日の年齢が75

歳以上の方

　検査を行う場所は、県内の自動車学

校です。

●�免許の欠格期間の延長・飲酒運転
等の基礎点数の引上げ
　これまで免許取消し処分に伴う欠

格期間（運転できない期間）は最長５

年でしたが、危険運転致死傷や酒酔い

運転等の悪質・危険行為によって免許

取消しとなった場合の欠格期間は、最

長10年まで延長されます。

　６月１日から、酒気帯び運転の点

数は13点又は25点（改正前は６点又

は13点）、酒酔い運転の点数は35点

（改正前は25点）に改正されました。

　詳しくは、高森警察署にお尋ねくだ

さい。

改正道路交通法正しい救急車の
利用について
　南部分署には、２台の救急車が急

病やケガ人を病院へ搬送するために

配置されていますが、近年の救急出

場の増加により救急車が不足してし

まうおそれがあります。

　救急車は急いで病院へ搬送しなけ

ればならない場合や、他に病院へ搬

送する手段がない場合に活用するよ

うに定められています。

　軽い病気やケガで救急車を利用す

ると、重症や危篤な患者の搬送に支�

障をきたしてしまうかもしれません。

　必要な時に救急車が使えるように

するために、軽い病気やケガの時

は、タクシーや自家用車を利用する

など、救急車の良識ある利用をお願

いします。

●こんな時には１１９番を！
・意識がない　・呼吸が困難である

・骨折をして動けない　・ケイレン

が続いている　・広範囲にわたって

ヤケドした　・大量出血した…等

●こんな時にはよく考えて判断を！
・風邪をひいた　・首を寝違えた

・突き指をした　・歯が痛い…等

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡６２- ９０３４

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０

　今年も高校生の皆さんから税に関

する作文を募集します。

　テーマは、

●税や税務署についての意見
●�税について学習したことに関する
意見や感想
●�税務署や公共的な施設を見学した
ことがあれば、その体験や印象
●�税にかかわる家族の体験談や周り
の方の話を聞いて、自分が考えた
こと
など、税に関することであれば何で

も結構です。

　字数は、1,200字程度で、締切り

は９月７日（月）となっていますの

で、奮って応募してください。

　なお、高校生の税の作文の募集に

ついて詳しくお知りになりたいこと

がありましたら、阿蘇税務署にお尋

ねください。
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国民年金だより

じんけん人権
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

就職、退職、結婚などによって加入者の国民年金の種別が変わることがあります。必ず届出をしましょう。
●第１号被保険者（自営業者、学生、無職の方など）

強き
ょ
う

制せ
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
な
く
、

　
　
共き

ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

を
め
ざ
し
て

　

外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
に
対た
い

し
て
、「
郷ご
う

に
入い

れ
ば
郷ご
う

に
従し
た
が

え
」
と
日に

本ほ
ん

の
文ぶ
ん

化か

や
習し
ゅ
う

慣か
ん

を
押お

し

つ
け
よ
う
と
す
る
考か
ん
が

え
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本ほ
ん

当と
う

に
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

自じ

分ぶ
ん

ら
し
く
誇ほ
こ

り
を
持も

っ
て
生い

き
る
権け
ん

利り

、
人じ
ん

権け
ん

は
世せ

界か
い

中じ
ゅ
う

の
す
べ
て
の
人ひ
と

々び
と

が

持も

っ
て
い
る
権け
ん

利り

で
す
。
当と
う

然ぜ
ん

、
日に

本ほ
ん

に
い
る
外が
い

国こ
く

人じ
ん

に
も
人じ
ん

権け
ん

が
あ
り
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

に
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
外が
い

国こ
く

人じ
ん

が
持も

っ
て
い
る
日に

本ほ
ん

と
は
異こ
と

な
る
文ぶ
ん

化か

を

認み
と

め
ず
に
、
日に

本ほ
ん

の
文ぶ
ん

化か

を
強き
ょ
う

制せ
い

す
る
こ
と
は
、
人じ
ん

権け
ん

が
大た
い

切せ
つ

に
さ
れ
て
い
る
社し
ゃ

会か
い

と
は
言い

え
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
外が
い

国こ
く

人じ
ん

が
日に

本ほ
ん

の
文ぶ
ん

化か

、
習し
ゅ
う

慣か
ん

を
理り

解か
い

す
る
こ
と
も
必ひ
つ

要よ
う

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
文ぶ
ん

化か

を
尊そ
ん

重ち
ょ
う

し
つ
つ
、
日に

本ほ
ん

の
文ぶ
ん

化か

を
理り

解か
い

し
て
も

ら
う
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深ふ
か

め
る
努ど

力り
ょ
く

が
必ひ
つ

要よ
う

で
す
。

　

一ひ
と
り人
ひ
と
り
が
、
自じ

分ぶ
ん

と
同ど
う

様よ
う

に
他た

者し
ゃ

に
も
大た
い

切せ
つ

な
文ぶ
ん

化か

や
習し
ゅ
う

慣か
ん

が
あ
る
こ
と
を

認に
ん

識し
き

す
る
こ
と
か
ら
、
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

が
実じ
つ

現げ
ん

し
て
い
き
ま
す
。

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん　

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

啓け
い

発は
つ

推す
い

進し
ん

セ
ン
タ
ー　

ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
よ
り

■お問い合わせ先　熊本東社会保険事務所　℡096− 367− 2500

ねんきんは、人生の節目ごとに届出が必要です！

就職したとき 第１号→第２号 勤務先の事業所が、社会保険事務所に５日以内に
届出をします。

配偶者（第２号被保険者）に扶養さ
れるようになったとき 第１号→第３号 配偶者の勤務先の事業所を経由して社会保険事

務所に14日以内に届出をします。

●第２号被保険者（会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入されている方）

退職したとき 第２号→第１号 お住まいの市町村役場の国民年金担当窓口に14
日以内に届出をします。

退職して配偶者（第２号被保険者）
に扶養されるようになったとき 第２号→第３号 配偶者の勤務先の事業所を経由して社会保険事

務所に14日以内に届出をします。

●第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）

就職したとき 第３号→第２号 勤務先の事業所が、社会保険事務所に５日以内に
届出をします。

配偶者が退職したとき
配偶者に扶養されなくなったとき 第３号→第１号 お住まいの市町村役場の国民年金担当窓口に14

日以内に届出をします。

配偶者が会社を変わったとき 第３号→第３号 配偶者の勤務先の事業所を経由して社会保険事
務所に14日以内に届出をします。
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４
月
10
日
に
新
た
な
経
済
対
策
が
左
記
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

○
資
金
繰
り
支
援
を
さ
ら
に
拡
充
し
ま
す
。

 

・
緊
急
保
証
の
枠
を
20
兆
円
か
ら
、
さ
ら
に
30
兆

　

円
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

 
・
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
（
マ
ル
経

　

融
資
）
の
返
済
期
間
、
融
資
限
度
額
に
つ
い
て

　

拡
充
し
ま
す
。

○
も
の
づ
く
り
・
販
路
開
拓
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

 

・
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
の
有
す
る
、
基
盤
技
術

　

の
高
度
化
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

○
商
店
街
の
取
組
を
応
援
し
ま
す
。

 

・
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
託
児
所
の
設
置
な
ど
、

　

社
会
問
題
に
対
す
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

○
雇
用
維
持
に
取
り
組
む
中
小
・
小
規
模
企
業
を

　
支
援
し
ま
す
。

 

・
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
の
迅
速
化
・
簡
素
化

　

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
経
済
危
機
対
策
に
お
け
る
税
制
改
正

 

・
交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度
に
つ
い
て
、
資

　

本
金
１
億
円
以
下
の
法
人
の
定
額
控
除
限
度
額

　

を
、
４
０
０
万
円
か
ら
６
０
０
万
円
に
引
き
上

　

げ
、
交
際
費
課
税
を
軽
減
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
九
州
経
済
産
業
局　
中
小
企
業
課

　

℡
０
９
２-

４
８
２-

５
４
４
８

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

熊
本
県
で
は
、
民
間
の
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐

震
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
民
間
の
木
造
住
宅
へ
耐
震
診

断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
住
宅
の
耐
震
診
断

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
に
関
す
る
知
識

の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、
既
存
住
宅
の
耐
震
性
能

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
事
業
概
要　

県
内
の
住
宅
保
有
者
の
求
め
に
応

　

じ
、
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
耐
震
診
断
ア
ド

　

バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
簡
易
調
査
に
よ
る
一
般

　

診
断
法
を
基
本
と
し
た
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま

　

す
。（
本
年
度
予
定
戸
数　

１
２
０
戸
）

○
対
象
住
宅　

県
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

　

に
着
工
し
た
戸
建
木
造
住
宅

○
派
遣
費
用　
１
件
あ
た
り
２
，
０
０
０
円

※
同
一
所
有
者
の
申
込
は
１
回
に
限
ら
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。
受
付
は
先
着
順
に
行
い
ま
す
の
で
、

　

予
定
の
件
数
に
達
し
た
と
き
は
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

の
派
遣
を
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
団
法
人　
熊
本
県
建
築
士
事
務
所
協
会
事
務
局

　

℡
０
９
６-

３
７
１-

２
４
３
３

町県民税第１期の納期限は６月３０日（火）です。／高森町役場税務課

熊
本
県
民
間
住
宅
耐
震
対
策
事
業

実
施
の
お
知
ら
せ

中
小
・
小
規
模
企
業
を

応
援
し
ま
す

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に
必
要
な
書
類

を
６
月
１
日
ま
で
に
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
送
付
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、６
月
26
日
（
金
）

か
ら
７
月
10
日
（
金
）
に
か
け
て
県
内
各
地
で
集

合
受
付
会
を
開
催
し
ま
す
。
集
合
受
付
会
場
で
申

告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
「
労

働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」
を
作
成
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
申
告
・
納
付
期
間　
６
月
１
日（
月
）〜
７
月
10
日（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
熊
本
労
働
局
総
務
部　
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
２

　

人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試
験
と

し
て
、「
平
成
21
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試

験
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
受
付
期
間　
６
月
23
日（
火
）〜
６
月
30
日（
火
）

○
第
１
次
試
験
日　
９
月
６
日
（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

℡
０
９
２-

４
３
１-
７
７
３
３

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

就
職
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習

会
を
熊
本
市
内
で
実
施
し
ま
す
。
内
容
は
、
初
心

者
を
対
象
と
し
た
表
計
算
ソ
フ
ト
「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」

の
習
得
と
、
パ
ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の
検
定
試
験

ま
で
で
す
。

○
受
験
資
格　

就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後
す

　

ぐ
に
仕
事
に
就
き
た
い
方
、
雇
用
保
険
受
給
の

　

対
象
外
で
あ
る
方
、
全
日
程
出
席
で
き
る
方
、

　

熊
本
県
内
在
住
の
方
、
現
在
学
生
で
は
な
い
方
、

　

過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
を

　

受
講
し
て
い
な
い
方
、
以
上
の
条
件
全
て
を
満

　

た
す
方
。

○
期
間　
７
月
30
日
（
木
）
〜
８
月
27
日
（
木
）

○
受
講
料　
無
料
（
教
材
費
・
検
定
料
と
し
て

　

１
２
，
０
０
０
円
程
度
必
要
）

○
定
員　
20
人
（
選
考
に
よ
り
受
講
者
決
定
）

○
申
込
受
付
日
時　
６
月
30
日
（
火
）
〜
７
月
１

　

日
（
水
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
申
込
受
付
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
５
５-

４
３
０
９

パ
ソ
コ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ

（
表
計
算
３
級
）
技
術
講
習
会

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
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歯
の
衛
生
週
間
（
６
月
４
日
〜
10
日
）
に
ち
な

ん
で
、「
阿
蘇
の
歯
ま
つ
り
ｉ
ｎ
み
な
み
お
ぐ
に
」

を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

み
な
が
ら
歯
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
内
容　

各
種
表
彰
、
子
ど
も
た
ち
の
歯
に
関
す

　

る
作
品
の
展
示
、
歯
磨
き
指
導
、
歯
科
相
談
、

　

歯
に
良
い
お
や
つ
の
展
示
・
試
食
等

○
日
時　
６
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

○
会
場　
南
小
国
町
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
地
域
歯
科
保
健
連
絡
協
議
会
事
務
局

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

０
５
３
５

○
試
験
日　
８
月
４
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午

○
会
場　

熊
本
県
立
熊
本
農
業
高
等
学
校
（
熊
本

　

市
元
三
町
５
丁
目
１
番
１
号
）

○
試
験
の
種
類　

①
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　

②
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験　

③
特

　

定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

○
受
験
資
格　
特
に
制
限
は
な
し

○
願
書
受
付　
６
月
１
日（
月
）〜
６
月
12
日（
金
）

○
願
書
配
布　

各
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

衛
生
環
境
課
、
熊
本
県
健
康
福
祉
部
薬
務
衛
生
課

○
提
出
先　

居
住
地
を
管
轄
す
る
地
域
振
興
局
保

健
福
祉
環
境
部
衛
生
環
境
課
、
熊
本
市
及
び
県
外

居
住
者
…
熊
本
県
健
康
福
祉
部
薬
務
衛
生
課

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
福
祉
部
薬
務
衛
生
課

　

℡
０
９
６-
３
３
３-

２
２
４
２

　

第
９
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
た
方
が
平
成

17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間
に

亡
く
な
ら
れ
る
な
ど
し
、
平
成
21
年
４
月
１
日
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

１　

平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

　
　

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

　
　
を
取
得
し
た
方

２　
戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母　

　
　

④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
の
う
ち
平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い

て
婚
姻
し
て
い
た
と
し
て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い
な

い
方
又
は
同
日
に
お
い
て
遺
族
以
外
の
方
と
養
子

縁
組
を
し
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
）

４　

３
以
外
の
戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫　

③

　
　

祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹　

※
戦
没
者
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
な
い
方
や
戦
没
者
等
と
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
が
３
に
該
当
し
な
い
方
。

５　

１
〜
４
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
以
内
の

　
　

遺
族　

※
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続
く
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
支
給
内
容　

額
面
24
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名

　

国
債

○
請
求
期
間　
平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

福
祉
係　

内
線
１
２
２

阿
蘇
の
歯
ま
つ
り
in
み
な
み
お
ぐ
に

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

犬、猫を
飼育されている
皆さまへ

　最近、犬の放し飼いや捨て犬が多くなっています。
ペットも皆さんの家族です。近隣や周囲の人に迷惑
をかけることなく、愛情と責任をもって飼いましょ
う。
　また、繁殖を希望しない場合には、不妊・去勢処
置を行いましょう。

★犬の登録と狂犬病予防注射
　生後 90 日以上の犬は、狂犬病予防法により、一
生に 1度の登録と毎年 1回の狂犬病予防注射を受け
なければなりません。登録されていない犬を新たに
飼い始めた場合は、
30 日以内に登録し
てください。また、
犬の死亡や転入・転
出など、登録の内容
に変更が生じたとき
にも届出が必要にな
ります。登録は住民
福祉課で受け付けて
います。

★犬のフンをきちんと始末しましょう
　犬のフンの始末は飼い主にとって当然のマナー。
散歩の際はビニール袋などを持ち、フンの始末をき
ちんとしましょう。

★犬の放し飼いはやめましょう
　犬は綱や鎖でつなぐか、囲いの中で飼いましょう。
犬自身や周囲の人の安全のため、またフン尿など環
境衛生のためにも飼い主の責務として、犬は絶対に
放さないでください。散歩をするときも必ずつない
だ状態で行ってください。

★愛護動物の虐待や遺棄の禁止
　最近、ワナ（トラバサミ）によって足を切断した
愛護動物の事例が発生しています。愛護動物を虐待
したり捨てる（遺棄する）ことは犯罪です。違反す
ると、懲役や罰金に処せられます。

■お問い合わせ先
　住民福祉課健康推進係　℡62-1111（内線126）
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

第
64
回
熊
本
県
民
体
育
祭
が
９
月
19
日
（
土
）

〜
20
日
（
日
）
の
予
定
で
八
代
郡
市
で
開
催
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
阿
蘇
郡
市
の
予
選
会
を
左
記
の
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

○
第
１
回
予
選
会

　

期
日　
７
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

　

会
場　
菊
陽
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
第
２
回
予
選
会

　

期
日　
７
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

　

会
場　
ス
ポ
ラ
ボ
ウ
ル
（
熊
本
市
九
品
寺
）

○
申
し
込
み
期
限　
７
月
10
日
（
金
）

※
ゲ
ー
ム
数
は
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
の
６
Ｇ
。
大
会

　

参
加
料
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
県
民
体
育
祭
出
場
選
手
は
予
選
12
Ｇ
ト
ー
タ
ル

　

と
し
、
上
位
４
名
及
び
補
欠
選
手
１
名
と
し
ま

　

す
。
な
お
、
ハ
ン
デ
ィ
は
県
民
体
育
祭
要
項
と

　

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
郡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
℡
０
９
０-

７
４
５
５-

８
７
０
０

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
希
望
者
の
た
め
の
「
キ
ャ

リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠

か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。
そ
し
て
、
食
事
の
お
い

し
さ
や
楽
し
さ
は
身
も
心
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る

大
事
な
も
の
で
す
。

　

現
代
は
、
多
く
の
人
々
が
い
つ
で
も
食
べ
た
い

も
の
を
食
べ
ら
れ
る
豊
か
な
社
会
に
な
り
ま
し
た

が
、
日
常
の
生
活
の
中
で
、「
食
卓
を
囲
む
事
の

大
切
さ
」
や
「
食
事
の
あ
り
が
た
さ
」
等
、
食
の

持
つ
多
様
な
役
割
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
機
会
に
、
改
め
て
「
食
」
の
大
切
さ
を
ご

家
族
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
食
」
に
関
す
る
身
近
な
体
験
談
や
感
想
を
送
っ

て
い
た
だ
く
小
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
要
項　

申
込
書
（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

　

市
町
村
に
あ
り
）
ま
た
は
葉
書
に
、住
所
・
氏
名
・

　

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
、
や
り
た
い
こ
と

　

を
書
い
て
、
申
し
込
み
ま
す
。（
募
集
人
員

　

１
０
０
人
、
小
学
生
は
３
年
生
以
上
で
す
。）

○
募
集
期
間　
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

○
申
込
先　
〒
８
６
２-

８
５
７
０
（
住
所
記
入
不
要
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

　
℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
８
９

６
月
は
食
育
月
間
で
す

熊
本
県「
食
育
子
ど
も
特
派
員
」募
集

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
予
選
会
」

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
就
職
サ
ポ
ー
ト
相
談
）

す
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
共
に
、
職
歴
や
興

味
・
関
心
な
ど
を
整
理
し
、
適
職
や
自
己
Ｐ
Ｒ
法
、

効
果
的
な
就
職
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
ご
利
用
は
無
料
で
す
。

○
相
談
内
容　

①
適
職
相
談　

②
面
接
対
策　

③

　

履
歴
書
等
作
成
法　

④
就
職
活
動
が
う
ま
く
い

　

か
な
い
原
因
を
考
え
た
い
な
ど　

○
日
程　

土
日
を
含
む
月
７
回
（
１
日
４
回
）
程

　

度
。
実
施
の
時
間
帯
は
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

　

す
。
相
談
時
間
は
１
人
１
時
間
程
度
で
す
。

○
場
所　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
熊
本

　

市
手
取
本
町
８
‐
９　

テ
ト
リ
ア
熊
本
９
階
）

○
利
用
方
法　
予
約
が
必
要
で
す
。

■
予
約
申
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
９
６-

３
５
５-

２
２
２
４

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
身

近
な
環
境
問
題
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
行
事
・
日
時

　

環
境
月
間
イ
ベ
ン
ト
〜
エ
コ
ラ
イ
フ
！
風
呂
敷

　
包
み
を
楽
し
も
う
〜

　

６
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
阿
蘇
野
草
園
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
観
察
会

　

６
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
入
門

　

６
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
前
11
時

　

※
毎
月
第
３
土
曜
日

　
ミ
ニ
ク
ラ
フ
ト
教
室　
随
時
開
催
中

　
個
別
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク　
随
時
開
催
中

※
予
約
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
悪
天
候
の
場
合
は

　

中
止
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
館
す

　

る
前
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
南
阿
蘇
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
９
６
７-

６
２-

０
９
１
１

　

子
ど
も
が
成
長
し
て
、
現
在
使
わ
な
く
な
っ
た

鯉
の
ぼ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
毎
年
、
高
森
湧
水

ト
ン
ネ
ル
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
「
鯉
の
ぼ
り
こ

い
ー
こ
い
」
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る
鯉
の
ぼ
り
の

寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
観
光
課　
商
工
観
光
係

　
内
線
１
５
3

使
わ
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

南
阿
蘇
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

歌
詠
み

●
●
●

水
無
月

　

５
月
10
日
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
新
し
い
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
、
宇
藤
實
雄
前
委
員

長
の
後
任
に
、
岩
下
弘
三
さ
ん
（
高
森
・
昭
和
）

が
委
員
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
４
年
で
す
。

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員　
岩
下
弘
三
さ
ん
、
野

　

尻
善
人
さ
ん
、
堀
田
義
宗
さ
ん
、
芹
口
誓
彰
さ
ん

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
職
業
訓
練
生

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
訓
練
の
場
所
は
自
宅
で
、

訪
問
指
導
を
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
。

在
宅
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科

○
内
容　
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
ス
キ

　

ル
の
基
礎
、W

ord

・Excel

の
基
礎
と
応
用
、

　

Pow
erPoint

、A
ccess

の
基
礎
と
応
用
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
基
礎
と
就
職
支
援
で
す
。

○
対
象　
身
体
（
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）・
精
神
・

　

難
病

○
定
員　
８
名

○
募
集
期
間　
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

○
訓
練
期
間　
８
月
４
日（
火
）〜
10
月
30
日（
金
）

○
訓
練
機
関　

㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校
（
人

　

吉
市
上
薩
摩
瀬
町
）

○
ス
ク
ー
リ
ン
グ　

月
に
１
回
程
度
（
熊
本
市
・

　

人
吉
市
・
水
俣
市
で
実
施
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　
℡
０
９
６-

３
７
８-

０
１
２
１

　

平
成
22
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
募
集

す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
左
記
の
と
お
り
求
人
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
募
集
す
る
た
め
に

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
け
出
、
ル
ー
ル
に
基

づ
い
た
求
人
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
平

成
22
年
３
月
新
卒
者
の
採
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る

事
業
主
及
び
新
卒
者
の
求
人
方
法
を
知
り
た
い
と

い
う
事
業
主
の
皆
様
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
日
時　
６
月
12
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
午
後
４

　

時
（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

○
会
場　
阿
蘇
い
こ
い
の
村
（
阿
蘇
市
蔵
原

　

１
４
２
０
）　

℡
０
９
６
７
‐
３
４
‐
２
１
５
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇　
学
卒
担
当

　
℡
０
９
６
７-

２
２-

８
６
０
９

○
委
託
業
務
名　

平
成
21
年
度
地
籍
調
査
測
量
業

　

務
委
託

○
委
託
金
額　
２
７
，
５
６
２
，
５
０
０
円

○
委
託
期
間　

平
成
21
年
５
月
13
日
〜
平
成
22
年

　

３
月
23
日

○
委
託
業
者　
（
株
）
ス
ペ
ッ
ク

高
森
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し

た
職
業
訓
練
生
の
募
集

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
対
象

求
人
説
明
会

入
札
結
果（
５
０
０
万
円
以
上
）

▲委員長に就任した岩下弘三さん

遊
園
地　

パ
パ
の
財
布
は
無
尽
蔵	

 

佐
藤
多
可
雄

仕
方
な
い　

ド
ラ
マ
の
ご
た
ァ
い
か
ん
娑
婆	

松
山
キ
ヨ
子

気
に
入
っ
た　

控
え
目
の
微
笑
み
が
好
き	

 

桐
原　

白
酔

遊
園
地　

メ
タ
ボ
に
な
っ
た
池
の
鯉	

 

後
藤　

愛
子

仕
方
な
い　

作
る
人
手
の
無
ァ
棚
田	

林　
　

不
忘

が
っ
か
り　

戸
叩
く
音
は
風
だ
っ
た	

後
藤　

信
子

遊
園
地　

半
日
浮
世
忘
れ
さ
せ	

馬
原　

馬
笑

の
ぼ
せ
者
ン　

Ｓ
Ｌ
ば
か
り
追
い
か
け
て	

箸
本
き
み
子

が
っ
か
り　

も
う
マ
ド
ン
ナ
も
世
帯
染
み	

岡
本　

琴
司

遊
園
地　

帰
っ
た
ら
パ
タ
ン
キ
ュ
ー
た
い	

森
川
そ
よ
子

仕
方
な
い　

放
蕩
し
て
の
電
気
椅
子	

浦
塚　

南
天

俳
　
　
句
（
根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
）

空
高
く
泳
ぐ
や
今
日
も
五
月
晴	

幸　

男

子
ら
集
い
肴
の
つ
ま
の
木
の
芽
和
え	

み
ず
ほ

早
や
急
ぎ
植
え
し
野
菜
に
忘
れ
霜	

澄　

子

山
吹
き
の
川
面
に
散
り
て
渦
を
か
き	

誠　

登

春
雷
山
彦
と
な
り
通
り
来
る	

妙　

子

亡
き
姑
の
手
植
え
し
藤
の
す
だ
れ
咲
く	

信　

子
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■
高
森
東
小
中
合
同
運
動
会

■
高
森
中
学
校
体
育
大
会

きみたちが輝く瞬
と　　き

間。

A
n a

thletic m
eet

一
致

 
団
結
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イベント情報　Event Information

はなしのぶ
コンサート

【日時】6 月 28 日（日）
午前 10：30～

【場所】阿蘇野草園はなしのぶ広場
※雨天の場合は町民体育館

■休暇村南阿蘇　TEL 62-2111

初夏の

高森湧水トンネル「七夕まつり」
【日時】７月４日（土）～７月７日（火）

午前 9：00～午後 8：00
（通常午後 6時までを 2時間延長）

【場所】高森湧水トンネル公園
【内容】短冊に願い事を書いて飾り付ける伝統的な行

事の体験、地元特産品と郷土料理の販売、小中
学生七夕書道展、ヤマメのつかみ取りコンテス
ト（７月５日及び７月26日）、七夕飾り大会

■産業観光課　商工観光係　内線 153

♪♬♪♫♩♪♬♩♪♬♪♫♩♪♬♩

平成 21 年 6 月 1 日

　平成 20 年 10 月号の“広報たかもり”で、職員の不服申立てについて、その経過を報告したところですが、
申立てを行っていた職員から本年２月に不服申立取下書が県人事委員会へ提出され、本町へ送付されま
した。

　取下げの経過につきましては、級別職務分類表を、一定の条件を超える職員は職務分類の上位の級へ
昇格できる制度を設ける改正を行い、3月定例議会において、可決頂いたものであります。

　この間、町民の皆さまへはご迷惑、ご心労をおかけしておりましたことを深くおわび申し上げるとと
もに、今後なお一層の住民福祉サービスの向上に、町長、副町長、教育長並びに職員一丸となり取組む
所存でありますので、なにとぞご理解、ご協力をお願い申し上げ一連の不服申立てにおける報告とします。

町民の皆さまへ

高森町職員の不服申立てについて（報告）

高森町長　藤　本　正　一
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

●
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
の
お
知
ら
せ

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
国
や
国
内
の
発

生
地
域
に
旅
行
さ
れ
た
方
で
、
滞
在
か
ら
10
日
以

内
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
（
鼻
水
・
鼻
づ
ま

り
、
の
ど
の
痛
み
・
咳
・
発
熱
な
ど
）
の
あ
る
場

合
は
、
直
接
医
療
機
関
を
受
診
せ
ず
、
必
ず
保
健

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電

話
し
て
医
療
機
関
の
受
診
に
つ
い
て
の
指
示
を
受

け
て
下
さ
い
。
あ
ち
こ
ち
動
き
回
る
こ
と
に
よ
り

感
染
を
広
げ
る
事
に
な
り
ま
す
。

●
県
内
の
保
健
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※
状
況
に
よ
り
延
長
等
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
メ
キ
シ
コ
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
や
国
内
等
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

感
染
し
た
人
の
症
状
に
つ
い
て
は
、
メ
キ
シ
コ
で
重
篤
な
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
メ
キ
シ
コ
以
外
の
国
で
は
い
ず
れ
も
軽
症
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
や
県
で
は
随
時
必
要
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
情
報
に
も
気
を
つ
け
て
冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
県
内

や
町
内
で
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
防
災
無
線
等
で
情
報
や
対
応
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
感
染
の
予
防
方
法

　

予
防
方
法
は
、
毎
年
流
行
す
る
通
常
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
様
で
す
。

１　

人
混
み
を
避
け
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

２　

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
・
う
が
い
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

３　

栄
養
・
休
養
・
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
抵
抗

力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

４　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
か
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻

を
押
さ
え
、
し
ぶ
き
が
飛
び
散
ら
な
い
様
に

し
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課
（
県
庁
内
）　

　
℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
４
０

「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
」

阿
蘇
保
健
所
（
阿
蘇
地
域
）

℡
０
９
６
７
ー
３
２
ー
０
５
３
５



181819 Public Information

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
田代　憲士　　堤　　昌徳
住吉　國男　　本田　逸男
児玉　吉
［一般寄付］
友愛クラブ
戸高　秋男　　堤　　国雄
●広報送料寄付（敬称略）
天神第４隣組
白石　健一（大分県竹田市）
井上　光昌（矢津田・高尾野）
佐藤久美子（上益城郡益城町）
田上　満則（上益城郡山都町）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

6月14日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

6月21日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020

6月28日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

7月  5日 のむら内科クリニック 　℡ 096-292-2250

7月12日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

7月19日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

■6月14日～7月19日分

19 Public Information

2009年 4月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

［ 住 所 ］
高  森・村  山
河原 2・大　道
色  見・西  丁
草  部・社  倉

［ 死 亡 者 ］
堤 　 勝 男
田 代 ハ ナ エ
住 吉 ハ ツ 子
兒 玉　 房 吉

［年齢］
85
95
86
87

［ 御 遺 族 ］
堤 　 昌 徳
田 代　 憲 士
住 吉　 國 男
兒 玉 ス ミ 子

▲

５月は町内各地で運動会が行われました。応援合戦やリ
レーなど子どもたちの笑顔あふれる演技や競技には心打た
れるものがありました。

▲

国内でも新型インフルエンザの
発生の報告がされています。予防の方法は通常のインフル
エンザと同じですので、正しい「手洗い・うがい」と「せ
きエチケット」を行って、体調管理に気をつけましょう。

平成21年4月30日現在

の
人
口

人口／７, ２８４人（ー　9）
男性／３, ４８３人（ー　4）
女性／３，８０１人（ー　5）
世帯／２，７６８戸（＋12）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

６月16日～７月15日

おくやみ
もうし
あげます

●6月17日（水）
　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30
●6月18日（木）
　１才半児健診（高森総合センター）／13：30～17：00
●6月23日（火）
　福寿草の会（草部総合センター）／10：00～14：00
●6月24日（水）
　野菊の会（朋遊館）／10：00～14：00
●6月25日（木）
　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30
　よい歯の教室（高森総合センター）／13：30～15：30
　役場支払日
●6月26日（金）
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00
●6月28日（日）
　はなしのぶコンサート（阿蘇野草園はなしのぶ広場）／
　10：30～
●7月2日（木）
　マタニティ料理教室（高森総合センター）／9：30～
●7月4日（土）〜7日（火）
　高森湧水トンネル七夕まつり（湧水トンネル公園）／
　9：00～20：00
●7月6日（月）
　役場支払日
●7月8日（水）
　どぎゃん会（朋遊館）／9：30～
●7月10日（金）
　３か月健診（白水総合センター）／13：30～16：00
●7月15日（水）
　役場支払日
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　４月 20日（月）、高森東小学校で「交
通安全教室」が行われました。
　この教室では、高森警察署から 3人が
講師として招かれ、低学年と高学年に別
れての指導となりました。内容は１年生
〜３年生は「横断歩道の渡りかた」、４
年生～６年生は「正しい自転車の乗り方」
を指導。パトカー乗車体験では、児童が
実際にパトカーに乗車して、運転手の視
界の狭さを体験しました。児童たちは運
転手との目線の違いに驚き、車の恐ろし
さを再確認した様子でした。
　最後に、指導を行った講師へ児童代表
がお礼の言葉を述べ、交通安全への誓い
を新たにしていました。児童たちにとっ
て、交通安全の大切さを身をもって学ん
だ１日でした。
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